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令和６年医師・歯科医師・薬剤師の届出について（依頼） 

 

 保健医療行政の推進につきましては、日頃格別の御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 標記については各法令により２年ごとの届出が義務づけられており、本年はその実施年に該当します。 

 つきましては、下記のとおり管内薬局に通知しますので御協力をお願いいたします。 
 

記 

 

１ 届出の時点 令和６年１２月３１日（火）現在 

 

２ 提出期限  令和７年１月１５日（水） 

 

３ 提出方法  原則オンラインによる届出   ※保健所へ郵送又は持参も可 

医療従事者届出システム（厚生労働省） 

https://static.iryojujisha-todokede-sys.mhlw.go.jp/ 

   医療従事者届出システムお問い合わせ先   

    https://static.iryojujisha-todokede-sys.mhlw.go.jp/contact.html 

 

４ 届出概要  

医師・歯科医師・薬剤師届出票（国への届出） 

   対 象：日本に住所があり医師・歯科医師・薬剤師の資格を有する者 

      ※複数の資格を持つ方は、資格ごとに届出が必要です。 

      ※施設から提出する場合は本人や別施設からの届出と重複しないように御注意ください。 

   厚生労働省ホームページ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/iryojujisha-

todokede-sys.html 

   埼玉県ホームページ 

    https://www.pref.saitama.lg.jp/a0701/sanshi_tyosa/r2sanshi_tyosa.html 

 

５ そ の 他 

 届出用紙はホームページよりダウンロードしてください。色紙でなくても結構です。 

   

   

 

 

                        担 当 総務・地域保健推進担当 千原 

                        住 所 〒351-0016 朝霞市青葉台１－１０－５    

                        電 話 ０４８－４６１－０４６８ 

https://static.iryojujisha-todokede-sys.mhlw.go.jp/
https://static.iryojujisha-todokede-sys.mhlw.go.jp/contact.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/iryojujisha-
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0701/sanshi_tyosa/r2sanshi_tyosa.html


医療機関等の管理者・事務担当者、医療従事者の皆様へ

三師届・業務従事者届のオンライン届出のご案内

 法律の規定に基づき、医師・歯科医師・薬剤師である方や、業務に従事
する保健師・助産師・看護師・准看護師・歯科衛生士・歯科技工士の方
は、２年に一度、業務従事状況等の届出が必要です。

 この三師届・業務従事者届は、従来は、主に紙による届出のみでしたが、
令和４年度から、従事先の医療機関等にとりまとめていただいた上で、
インターネットによるオンライン届出が可能となっております。

 オンライン届出の具体的な実施方法は、厚生労働省ホームページから届出
実施のご案内の際にお知らせしますが、簡便な手続きで実施でき、事務
負担の軽減が可能ですので、オンライン届出を積極的にご活用ください。

※ 今年度については、令和６年12月31日現在における業務従事状況等を、令和７年１月15日
（水）までに届出をお願いいたします。

※ 引き続き、紙による届出も可能です。

※ 医師・歯科医師は届出を行わないと、原則として「医師等資格確認検索システム」に氏名等
が掲載されませんので、忘れずに届出をお願いいたします。

オンライン届出の基本手順

STEP１ 医療機関等の事務担当者が、インターネットによって専用サイトにアクセ
スし、利用するための施設IDを取得。

STEP２ 事務担当者が、専用サイトにおいて医療従事者ごとに利用者IDを設定し、
医療従事者本人に伝達。

STEP３ 医療従事者本人が、専用サイトにおいて、届出内容
を入力フォームに入力、または、届出内容を記載し
た届出様式（Excel様式）をアップロード。

STEP４ 医療従事者本人が登録または事務担当者が、医療機関等に勤務する医療従
事者の届出データを一括して専用サイト上で登録。

オンライン届出のメリット

●医療従事者の方にとってのメリット
 次回以降の届出時に、前回登録した内容が表示され、入力が簡便になります。
 自分の届出内容をいつでも閲覧できます。

●事務担当者の方にとってのメリット
 紙媒体の配布・回収・提出等の手間を省くことができます。
 専用サイトによって各医療従事者の届出の進捗状況をいつでも把握できます。



令和6年度は
三師届・業務従事者届出の届出年度です

令和6年11月18日 R6年届出用の仕様にシステム
を更新

令和7年1月15日  届出締め切り

※ 医療従事者届出システムを利用できるのは、医療機関等にお勤め
の方のみです。個人で届出を行う方は紙による届出となります。

■ 令和6年11月18日より届出開始

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/iryojujisha-todokede-sys.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/iryojujisha-todokede-sys.html


医療機関向け

Web上で簡単入力 Excel様式に入力

代表者が取りまとめて届出
（Excel複数行入力)

各医療従事者個人がそれぞれ登録す
る方式です。

スマホでもPCでも入力できます。
Web入力時に個々の申請内容がシス
テムによりチェックされるため、差
し戻しの手間がないこともメリット
です。

■ 4種類の届出方法から自由に選択することができます

紙の様式に近いExcel様式に入力し
てシステムに登録する方式です。

Excelには簡易入力チェック機能が
付いており、入力漏れ・入力間違い
の軽減に役立ちます。
システム登録時にも記入内容は
チェックされます。

代表者が取りまとめて、一括で登録
する方式です。

自施設の職員情報を管理されている
場合などに最適です。

この方式の場合でも、確定・送信前
に各医療従事者がその内容を確認す
ることも可能です（任意）

入力済みの様式（Excel個票）をま
とめて一括で登録する方式です。

各医療従事者が入力した内容を代表
者（施設担当者）が取りまとめて登
録するような流れです。

令和6年度より、zipファイルにまと
めずに、代表者が1件1件アップロー
ドすることも可能になりました。

代表者が取りまとめて届出
（Excelをzipにまとめて届出）

推奨

推奨



医療機関向け

■ システム利用前の準備

1. 届出方法の決定

どなたが届出内容を入力するのか、どなたが取りまとめて提出
するのかを事前に決めます。システムでは、この取りまとめ代
表者を施設担当者と呼びます。

2. 利用申請

届出をオンラインで行うためには、まず最初に施設担当者が医
療従事者届出システムにて、利用申請を行い、医療機関IDを発
行します。
（医療機関IDは医療機関でなくても発行可能です）
（利用申請の際に登録するメールアドレスは、ログインにも使
用するため、担当者が変わっても利用可能なものを登録するこ
とを推奨します。）

4. 届出票の登録またはフォーム入力

予め決めておいた方法において、届出内容のWeb入力または
Excelアップロードを行います。

5. 届出内容の確認・送信

届出の内容を確認し、確定させます。代表者が取りまとめて入
力した場合でも、各医療従事者個人がその内容を確認してから
確定・送信することもできます。
令和6年度より、利用者ID本人が登録した届出については、施
設担当者による送信は不要となりました。

■ システム公開後の作業の流れ

3. 部門や利用者IDの発行（任意）

届出の入力や管理を部門や医療従事者本人が行う場合、施設担
当者は利用申請を行った後、それぞれシステムを利用する方の
ユーザーID登録を行い、それぞれの利用者へIDの伝達を行いま
す。



医療機関向け

■ 施設担当者向けメニュー

部門別や資格別の届出の状況確認や、取りまとめたデータのアップロード、部門担当者
IDの払い出し、利用者IDの払い出しなどの機能があります。
届出情報登録後、届出票送信が必要となることに注意が必要です。



医療機関向け

■ 医療従事者向けメニュー

STEPに従ってフォームにて登録を行います。



医療機関向け

■ 各種IDがわからない方は

前回年度届出時（令和４年度）に、施設担当者ID・部門担当者ID・利用者IDを取得し
た場合、同じIDでシステムを利用することができます。

■ 施設担当者ID （医療機関等）

利用申請時にシステムより送信されたメールに医療機関IDが記載されています。
以下の件名のメールをご確認ください。
件名「【医療従事者届出システム】利用登録完了通知」

■ 部門担当者ID（施設担当者が任意で発行）

施設担当者にお問い合わせ下さい。
施設担当者メニューの「部門一覧」から、利用者IDの確認や利用者IDのパスワードリ
セットが可能です。

■ 利用者ID（医療従事者）

施設担当者または部門担当者にお問い合わせ下さい。
施設担当者または部門担当者メニューの「利用者一覧」から、利用者IDの確認や利用
者IDのパスワードリセットが可能です。

■ 情報引き継ぎについて（転職等された方）

以下のいずれかに該当する場合、前回年度の届出内容を引き継ぐことが可能です。
引き継ぎ方法については、医療従事者向け利用マニュアルのP15をご参照ください。

①医療従事者が利用者IDを用いてログインし、前回年度の届出を行った場合。

②施設担当者や部門担当者が「一つのExcelに複数の届出情報を入力し、アップロー
ドする」機能を用いて、アップロードするExcelに利用者IDを入力のうえ、前回年度
の届出を行った場合。

③施設担当者や部門担当者が、前回年度の届出に対して利用者IDの事後付与を行って
いた場合。

※施設担当者や部門担当者が前回年度の届出内容を用いることはできません。
前回年度の届出内容を引き継ぐことができるのは、医療従事者のみです。



医師・歯科医師・薬剤師の
資格をお持ちの皆さまへ

本年は２年に一度の届出年です。

Ｑ 届出をしなければいけないのですか？
Ａ 医師・歯科医師・薬剤師の方は、医師法、歯科医師法、薬剤師法により、

２年に一度厚生労働大臣に届出をすることが義務づけられています。

Ｑ 届出票が手元にないのですがどこで入手できますか？
Ａ 最寄りの保健所までお問い合わせいただくか、厚生労働省のホームページ

からダウンロードしてください。

届出のお願い

日本国内に居住する医師・歯科医師・薬剤師の方
※ 現在、就労していない方も含みます。

対象

令和７年１月１５日（水）まで届出の期限

Q ＆ A

令和６年12月31日現在の状況をお知らせください。
→ 医療機関等にお勤めの方は、オンラインによる届出が可能です。
→ オンラインによる届出が困難な場合は、紙の届出票をお近くの保健所

へ届出ください。

Ｑ オンラインによる届出はどのように行うのですか？
Ａ 厚生労働省ホームページから、お勤めの医療機関等から提供される専用の

ID・PWを用いて届出してください。

三師届 厚生労働省 検索

詳しくは、厚生労働省ホームページをご覧ください。

Ｑ この届出はどのようなことに使われてますか？
Ａ 「医師・歯科医師・薬剤師統計」として集計・公表し、医療行政施策におい

て、有効に活用されています。
また、届出票の活用に同意いただけた場合には、各都道府県において医師

や薬剤師の確保対策等、歯科医師の適正配置の検討等に活用されています。
なお、2年ごとの届出を行わないと原則「医師等資格確認検索システム」に

氏名等が掲載されません。
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